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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・５／８～１０日まで夜間救急となっています。各自確認お願いします。

・職員緊急連絡網の記入をしていないスタッフは８日までに必ず記入して下さい。

・病棟掲示板用の写真撮影を行なっています。まだ撮影していないスタッフは５／６・９・１０日の１７：００から庶務管理課の前の廊下にて行いますので各自確認し撮影してください。

＜看護度評価・検討Ａ＞

・高間木　八男様～Ｂ​＝Ⅱ（断続的な介助が必要、部分的介助・継続指導）

以前砂糖の大量摂取があった事から詰所管理となり、時間帯にて渡していました。頻回な訴え聞かれなかった事から、５／５より1日３本を詰所で砂糖を管理し朝の７：００に３本渡す事としていますが、当日の日中帯で時間外での要求聞かれ、スタッフ説明に対し易怒的となる事がありました。３本を渡すだけではなく、本人が管理しやすい様工夫を行い、管理方法を再検討する必要があると思われます。何故砂糖を詰所で管理する事になったのかという説明を行なっていき、管理する意識を持って頂くよう関わっていきましょう。

看護度は継続でＢ＝Ⅱとしています。

・清水　徹様～Ｂ＝Ⅲ（断続的な観察が必要、必要に応じた指導）

　　　　　　　　「誰かに口を切られた」「衣類についた毛玉は、誰かに付けられた」等、妄想に左右された言動聞かれています。やや口調強めに話される事はありますが、粗暴行為は見られず、日課・プログラムへは取り組む事出来ています。参加出来ている部分は評価し、自身の症状についての振り返りを促していきましょう。又、「腹くそ悪い」等話され夕食を拒否される事ありますが、日中売店での嗜好品購入見られています。買い物時、過度な購入見られた際は声を掛けて行きましょう。

　　　　　　　　看護度は継続してＢ＝Ⅲとしています。

・蛯名　勝幸様～Ｂ＝Ⅳ（断続的な観察が必要、社会復帰援助）

　　　　　　　　　日課やプログラムへは、スタッフ声掛けにて参加する事出来ていますが、睡意が強い様子が伺えています。余暇時では臥床傾向であり、活動性の低下が見られています。現在の様子を本人へ伝え、休息時間と活動時のメリハリを付けて頂く様関わっていきましょう。

　　　　　　　　　自己服薬管理に関しては、５/４に自己判断で朝食後薬を服薬される事ありました。今後も継続して、服薬時の確認を行っていきましょう。

　　　　　　　　　看護度は継続してＢ＝Ⅳとしています。

